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う
と
し
ま
す
。
少
林
寺
は
千
五
百
年
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
禅
」
と
「
武
」
を
土

台
と
し
て
、
少
林
寺
の
気
功
法
は
、
昔
の
よ

う
に
武
の
達
人
の
た
め
の
練
習
だ
け
で
な
く
、

ま
た
禅
の
修
行
の
手
段
だ
け
で
な
く
、
健
康

法
や
能
力
開
発
に
も
、
さ
ら
に
現
代
人
の
修

行
法
と
し
て
も
「
少
林
寺
気
功
」
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
と
て
も
明
る
い
将
来
、
世
の
中
に

大
変
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
　
　
　

■

　

て
き
ま
し
た
「
少
林
寺
健
康
世
界
大
会
」
で

も
「
少
林
寺
気
功
」
は
、
す
で
に
多
く
の
方

に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
東
京
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
健
康
法
（
気
功
法
）
の
中
で
も

〝
ブ
ラ
ン
ド
品
〟
と
し
て
の
立
場
で
同
業
界

か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

─
「
少
林
寺
気
功
」
は
、
今
後
世
界
か
ら

ど
の
よ
う
に
注
目
を
さ
れ
ま
す
か
？

釋
永
信
　
こ
れ
か
ら
平
和
の
時
代
が
ど
ん
ど

ん
続
い
て
行
く
中
で
、
人
間
は
精
神
と
身
体

の
健
康
に
ま
す
ま
す
意
識
し
て
向
上
さ
せ
よ

「
少
林
寺
気
功
」
は
人
類
の
健
康
に
役
立
ち

ま
す
。
先
進
国
の
人
々
は
「
健
康
」
に
対
し

て
意
識
が
高
い
で
す
。
そ
し
て
ど
ん
な
方
法

で
「
健
康
」
に
な
れ
る
の
か
を
常
に
模
索
し

て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
永
遠
で
す
が
、

「
少
林
寺
気
功
」
は
少
林
寺
の
健
康
法
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
役
に
立
ち
ま
す
。

秦
西
平
　
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。「
少
林
寺

気
功
」
は
昔
、
内
功
で
武
術
と
禅
の
修
行
だ

け
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
独
立
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
中
国
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

に
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
開
催
し

に
つ
い
て
は
、
映
画
な
ど
を
通
し
て
も
世
の

中
に
浸
透
し
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
禅
も
武
も

歴
史
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
す
で
に
ご

存
知
で
す
。

　「
気
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
昔
は
内
面
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
者
が

少
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
を
外
部
に
伝
え
る
こ

と
と
な
る
と
さ
ら
に
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
現
代
に
な
る
と
禅
と
武
の
広
が
り
に

よ
り
、「
少
林
寺
気
功
」
も
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
特
に
現
代
社
会
で
は
、
武
と
禅
と
同
時
に
、

中
国
武
術
の
総
本
山
・
嵩
山
少
林
寺
の
ト
ッ
プ
、釋
永
信
第
三
十
代
管
長
が
、

少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年
を
祝
う
た
め
、本
年
２
月
に
来
日
さ
れ
た
。

こ
の
機
会
に
、全
日
本
少
林
寺
気
功
協
会
・
秦
西
平
会
長
の
特
別
な
計
ら
い
に
よ
り
、

釋
永
信
管
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
ク
ラ
の
一
室
に
て
実
現
！

嵩
山
少
林
寺
に
伝
わ
る「
武
術
・
内
功
・
気
功
」そ
し
て
、〝
秘
伝
〟に
つ
い
て
、

話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
！
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釋
永
信
管
長 【
来
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特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

全
日
本
少
林
寺
気
功
協
会

秦
西
平
会
長

ぐ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、「
心

か
ら
の
力
は
ど
の
よ
う
に
肉
体
に
影
響
を
与

え
る
の
か
」
で
す
が
、こ
れ
は
、す
べ
て
〝
気
〟

を
通
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

秦
西
平
　
中
国
の
ど
の
流
派
で
も
、
外
練

（「
筋
肉
」「
骨
」「
皮
」）、そ
し
て
内
練
（「
精
」

「
気
」「
神
」）
と
い
う
修
行
の
面
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、少
林
寺
の
〝
六
合
〟、

す
な
わ
ち
「
外
三
合
」
と
「
内
三
合
」
が
あ

る
の
で
す
。

　
外
三
合
は
「
手
と
足
、
肘
と
膝
、
肩
と
股

関
節
」
の
3
つ
を
合
わ
せ
ま
す
。
内
三
合
は
、

「
心
か
ら
意
に
合
わ
せ
る
、
意
か
ら
気
に
合

わ
せ
る
、
気
は
力
と
合
わ
せ
る
」、
と
い
う

こ
と
を
少
林
寺
で
は
伝
え
て
い
ま
す
。

釋
永
信
　
そ
う
で
す
ね
。
武
術
の
最
高
の
状

態
と
は
、
精
神
の
役
目
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
そ
の
中
で
も
〝
つ
な
げ
る
〟
役
割
に

お
い
て
大
事
な
の
が
〝
気
〟
で
あ
る
の
で
す
。

─
　「
少
林
寺
気
功
」
の
現
状
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

釋
永
信
　「
少
林
寺
功
夫
」、あ
る
い
は
「
禅
」

は
す
で
に
世
界
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
武
術

─
「
少
林
寺
気
功
」
の
歴
史
に
つ
い
て
、

ど
れ
く
ら
い
古
く
か
ら
あ
る
の
で
す
か
？

釋
永
信
　「
少
林
寺
気
功
」
と
は
現
在
の
言

い
方
で
す
が
、
昔
は
「
少
林
寺
内
功
」
と
言

い
ま
し
た
。
少
林
寺
武
術
の
特
に
高
い
レ
ベ

ル
に
な
る
と
、
必
ず
〝
内
功
〟
で
支
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
千
五
百
年
の
歴
史
に
お

い
て
、「
少
林
寺
功
夫
」
と
と
も
に
「
少
林

寺
気
功
」
は
内
功
と
し
て
、
最
初
か
ら
あ
る

の
で
す
。

　
一
般
に
皆
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い
る
「
易

筋
経
」「
洗
髄
経
」
は
、
達
磨
大
師
が
伝
え

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
少
林

寺
七
十
二
芸
」
は
少
林
寺
の
代
表
的
な
形
で

あ
り
、
外
部
（
肉
体
）
と
内
部
（
心
）
の
訓

練
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

─
「
少
林
寺
気
功
」
は
少
林
寺
功
夫
や
禅

の
修
行
に
ど
ん
な
役
割
が
あ
り
ま
す
か
？

釋
永
信
　
武
術
の
最
高
の
状
態
は
、「
禅
の

修
行
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。
禅
の
修
行
と
は
、

「
心
」
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
〝
心
を
絶
つ
〟

た
め
の
技
術
で
す
。
一
方
、
武
術
は
〝
肉
体

の
動
作
〟
に
な
り
ま
す
。
心
と
肉
体
を
つ
な

〝
秘
伝
の
絶
技
〟と
は
？
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「少林寺秘伝の技」とは、師匠と弟子とのごく限られた範囲でのみ伝承
される技です。これは少林寺内で長く続いた專門訓練の技術であり、他
人にはできないレベルの技なのです。
そして「秘伝絕技」は、隠れて練習するので「悶功」とも言われます（※
悶功とは、隠れた内攻（気功）による技のこと）。そのため、ある人（弟
子）の絕技練習は師匠も知らないことがあります（私が練習した絕技は、
前管長も知らないところもあるのです）。
絕技の練習者は、一生をかけて練習します。しかし一生のうち、実戦で
使うのは、一回あるかどうかです。これは危ない時や命を守るときのみ
使用する技ですから。
なお、絕技を使う武術の達人は、千の技をたくさん、しかし浅くできるこ
とより、一つの深い技が特技であると、歴史が証明してきました。
また秘伝である絕技は、現代の競技武術の技術とは完全に異なります。
現代に行われる試合の中には “無い” のです。
なぜなら、試合は団体あるいは専門の人が、相手の技術を研究した上で、
公開して行っているものだからです。しかし絕技は違います。絕技は、
たとえば「回馬槍」は不意に後ろから急に刺す槍の技といったものであり、
一つの技で相手を抑えることができる類のものなのです。

15歳で嵩山少林寺に入山し、
住職釈行正のもとで武術の修
練を重ねてきた釋永信管長に
よる「練功照」。

（左）釋永信管長が振るう少林
寺特有の達磨杖。

（下）取材の合間、本誌を手に
取り、日本の“秘伝”に目を通
す管長。

（上）嵩山少林寺で開催された「世
界伝統功夫養生大会」にて、集団外
気功を行う秦西平会長。

少林寺秘伝の絶技釋永信管長が語る！

シー・ヨンシン　1965年生まれ。安徽省阜陽市潁上県
出身。中華人民共和国の嵩山少林寺の第30代住職。永
信は法名。号は皖潁。俗姓は劉氏。現在は河南省仏教
協会会長で、中国仏教協会副会長も務めている。1981
年、15歳で嵩山少林寺の住職釈行正のもとで具足戒
を受け師事する。1987年、曹洞宗第47代、永化堂上
第33代の法嗣となる。1999年8月、少林寺住職に当選。
2009年6月11日、第三批国家級非物質文化遺産「少林
功夫」の代表性伝承人に選ばれる。全国人民代表大会
第9回、第10回、第11回、第12回代表。

釋 永信

少
林
寺
気
功
と


